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民
主
党　

髙
谷　

真
一
朗　

幹
事
長

新
た
な
課
題
に
取
り
組
み

市
民
満
足
度
の
向
上
を

代
表
質
疑

　

９
月
９
日
に
、
各
交
渉
会
派
（
所
属
議

員
３
人
以
上
の
会
派
）
の
代
表
者
５
人
が
、

平
成
19
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
質
疑
を
し

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
員　

第
二
期
分
権
改
革
を
推

進
す
る
上
で
、
本
市
は
地
方
交

付
税
不
交
付
団
体
の
立
場
か
ら

積
極
的
に
運
動
し
税
源
移
譲
を

含
め
た
真
の
地
方
分
権
と
な
る

よ
う
提
言
し
て
い
く
べ
き
だ
。

市
長　

東
京
都
市
長
会
に
お
い

て
、
他
の
不
交
付
団
体
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
国
や
都
に

対
す
る
要
請
を
強
め
た
い
。

議
員　

平
成
19
年
度
決
算
に
基

づ
く
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

の
指
標
を
、
今
後
の
市
政
運
営

に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

類
似
団
体
と
の
比
較
・

分
析
等
を
通
じ
て
今
後
の
健
全

な
財
政
運
営
に
役
立
て
た
い
。

議
員　

総
合
的
な
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
上
で
地

域
ケ
ア
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
。

市
長　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
活
動
の
担
い

手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

議
員　

災
害
時
要
援
護
者
支
援

モ
デ
ル
事
業
は
一
刻
も
早
く
市

内
全
域
で
展
開
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長　

モ
デ
ル
事
業

終
了
後
、
課
題
や
要
援
護
者
の

支
援
方
法
等
を
十
分
検
証
し
た

上
で
全
市
展
開
を
図
り
た
い
。

議
員　

消
え
た
年
金
問
題
が
社

会
問
題
化
し
た
。
市
民
の
年
金

不
信
、
社
会
保
障
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
の
基
礎
自
治
体

と
し
て
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　

年
金
記
録
問
題
対
応
策

の
着
実
な
実
施
を
求
め
て
、
厚

生
労
働
省
や
社
会
保
険
庁
に
対

し
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

議
員　

本
市
の
国
民
健
康
保
険

制
度
が
、
非
正
規
労
働
者
、
失

業
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に

果
た
し
て
き
た
の
か
伺
う
。

市
民
部
長　

国
の
税
制
改
正
の

影
響
を
避
け
る
た
め
、
低
所
得

者
層
を
対
象
に
激
変
緩
和
措
置

を
講
ず
る
な
ど
し
て
き
た
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
基
金
の
運

用
と
市
債
の
発
行
／
地
方
公
会

計
制
度
／
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
条
例
／
創
造
的
予
算
編

成
／
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て
な
ど

議
員　

税
制
改
悪
の
影
響
を
抑

え
る
た
め
、
市
は
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
策
と
し
て
国
民
健
康

保
険
税
の
激
変
緩
和
措
置
を
と

っ
た
が
、
負
担
が
増
え
た
市
民

も
多
い
。
そ
の
他
、
ど
の
よ
う

な
救
済
策
を
講
じ
た
か
。

市
長　

高
齢
者
･
障
が
い
者
の

居
住
継
続
支
援
等
が
あ
る
。

議
員　

19
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

費
用
は
約
８
億
６
千
700
万
円
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
約
３
億

２
千
600
万
円
と
巨
額
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
高
齢

者
な
ど
誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

で
き
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
だ
。

取
り
組
み
状
況
を
聞
く
。

企
画
部
長　

市
税
の
コ
ン
ビ
ニ

収
納
等
を
実
施
し
て
い
る
。
誰

も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
よ

う
事
業
を
推
進
し
た
い
。

議
員　

介
護
保
険
制
度
の
改
悪

で
、
市
は
介
護
現
場
の
実
態
を

把
握
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

施
設
入
所
等
の
相
談
や
、
ど
の

事
業
所
で
も
断
ら
れ
る
介
護
困

難
者
に
対
応
す
る
窓
口
が
市
役

所
に
必
要
だ
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　

介
護
困
難
者
へ
の
対
応

は
大
変
重
要
で
、
ケ
ー
ス
ご
と

の
解
決
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

と
の
評
判
で
移
住
し
て
き
た
市

民
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
、

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
る
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

制
限
付
の
無
料
化
と
い
う
現
在

の
対
応
が
最
善
と
は
認
識
し
て

お
ら
ず
、
今
後
、
総
合
的
に
判

断
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

事
業
の
企
業
委
託
に
お

い
て
は
、
事
故
や
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
。

介
護
・
医
療
分
野
で
の
行
政
と

民
間
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
も

検
証
し
、見
直
し
を
す
べ
き
だ
。

企
画
部
長　

質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
改
善
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
税
収
状
況

／
待
機
児
解
消
／
労
働
者
の
実

態
調
査
／
環
境
問
題
／
生
活
道

路
の
改
善
／
市
の
遺
跡
・
文
化

財
／
市
民
参
加
／
平
和
問
題
に

つ
い
て
な
ど

議
員　

三
位
一
体
改
革
で
の
財

源
移
譲
は
、
市
の
財
政
運
営
に

多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

国
は
、
真
の
地
方
分
権
を
実
現

す
る
た
め
に
第
二
期
分
権
改
革

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
が
、
地

域
主
権
、
地
方
分
権
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
民
自
治
が
基
点
で
あ

る
上
で
の
政
府
間
関
係
の
構
築

が
真
の
地
方
分
権
の
実
現
に
不

可
欠
と
考
え
る
。
意
思
決
定
に

お
い
て
、
個
々
の
権
利
を
尊
重

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
地
域
主
権
と
認
識
す
る
。

議
員　

中
低
所
得
者
層
の
納
税

負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
だ
。
市
の
歳
入
に
お
い
て
、

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式

変
更
に
伴
う
市
民
の
反
応
と
、

収
納
状
況
へ
の
影
響
を
聞
く
。

市
民
部
長　

広
報
等
で
変
更
内

容
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
直
後

に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。

ま
た
、未
納
者
へ
の
早
期
対
応
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
施
等
に
よ

り
、収
納
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

議
員　

学
校
給
食
調
理
業
務
の

委
託
化
に
よ
り
直
営
方
式
と
比

べ
ど
の
よ
う
に
充
実
し
た
か
。

教
育
長　

児
童
等
の
評
判
も
よ

く
、
学
校
給
食
運
営
協
議
会
等

で
適
正
な
業
務
運
営
や
衛
生
管

理
の
充
実
等
が
評
価
さ
れ
た
。

議
員　

受
託
事
業
者
が
か
わ
っ

た
三
鷹
駅
前
保
育
園
は
、
前
事

業
者
が
抱
え
て
い
た
課
題
を
ど

う
克
服
し
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
実
態
に
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

社
会
福
祉
事
業
団
と
連
携
し
、

保
育
園
の
安
定
し
た
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
人
材
育
成

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
一
時

保
育
等
の
事
業
の
効
果
的
な
運

営
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

市
は
計
画
行
政
を
掲
げ

て
い
る
が
、
補
正
予
算
の
編
成

が
多
い
と
感
じ
る
。
年
度
当
初

予
算
案
に
計
上
し
、
十
分
に
審

査
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
予
算

編
成
の
基
本
的
指
針
を
聞
く
。

市
長　

当
初
予
算
計
上
の
基
本

は
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
が
制

約
と
な
り
課
題
解
決
が
遅
れ
る

こ
と
は
問
題
だ
と
認
識
す
る
。

議
員　

平
成
19
年
度
決
算
に
お

け
る
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は

89
・
８
％
と
な
り
過
去
10
年
間

で
最
悪
の
数
値
だ
。
財
政
の
健

全
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

市
長　

国
の
制
度
改
正
に
よ
る

影
響
を
大
き
く
受
け
た
。
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改

革
に
一
層
取
り
組
み
た
い
。

議
員　

財
源
確
保
と
負
担
の
公

平
性
を
図
る
た
め
、
市
税
な
ど

の
収
入
未
済
額
の
縮
減
は
重
要

な
課
題
だ
。取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　

休
日
等
の
納
税
相
談
窓

口
、
外
部
委
託
に
よ
る
納
税
推

進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
積
極

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。

議
員　

歳
出
に
占
め
る
民
生
費

の
割
合
は
40
・
７
％
と
最
大
で

あ
る
。
義
務
的
経
費
の
増
に
よ

る
財
政
の
硬
直
化
が
心
配
だ
。

市
長　

民
生
費
で
実
施
す
る
施

策
は
国
の
制
度
等
の
影
響
を
大

き
く
受
け
る
。
自
治
体
財
政
の

硬
直
化
へ
の
配
慮
な
ど
を
国
や

都
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

職
員
定
数
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
人
件
費
の
抑
制
が
図

ら
れ
た
。
給
食
調
理
業
務
の
委

託
拡
大
、
保
育
園
の
公
設
民
営

化
等
さ
ら
に
推
進
す
べ
き
だ
。

に
じ
色
の
つ
ば
さ　

嶋
﨑　

英
治　

幹
事
長

地
方
分
権
の
確
立
と

市
政
運
営
の
諸
問
題
を
問
う

政
新
ク
ラ
ブ　

田
中　

順
子　

幹
事
長

財
政
の
健
全
化
に
努
め

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

議
員　

第
３
次
三
鷹
市
基
本
計

画
の
第
２
次
改
定
に
当
た
り
、

ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
市
民
が
出
し
た
提
案
を
ど

の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

市
長　

基
本
計
画
改
定
の
素
案

へ
の
反
映
に
努
め
た
。

議
員　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
は
、
市
民
の

安
全
安
心
の
観
点
か
ら
重
要
な

施
策
だ
。
施
設
の
備
品
等
の
安

全
性
や
サ
ー
ビ
ス
面
も
含
め
た

展
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

指
摘
の
点
も
含
め
、
施

設
全
体
に
つ
い
て
長
期
的
視
野

で
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員　

市
民
の
防
犯
意
識
の
高

ま
り
に
応
え
る
た
め
、
安
全
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
貸
し
出
し

先
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

当
面
は
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
園

の
施
設
整
備
や
障
が
い
児
へ
の

対
応
の
充
実
、
在
宅
子
育
て
支

援
等
を
一
層
推
進
す
べ
き
だ
。

市
長　

今
後
も
、
施
設
整
備
や

家
庭
・
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

環
境
整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

災
害
時
、
要
援
護
者
へ

の
対
応
が
重
要
課
題
だ
。
①
避

難
所
で
の
配
慮
が
必
要
だ
②
避

難
支
援
プ
ラ
ン
を
検
討
せ
よ
。

市
長　

①
必
要
に
応
じ
て
避
難

ス
ペ
ー
ス
や
福
祉
機
器
を
確
保

す
る
②
現
在
、
町
会
で
避
難
誘

導
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が

三
鷹
の
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、入
居
支
援
・
居
住
継

続
支
援
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長　

制
度
の
一
層

の
充
実
と
周
知
に
努
め
た
い
。

議
員　

地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ
事

業
の
拡
充
に
向
け
て
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
協
働
で
子
ど
も

を
育
て
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

教
育
長　

事
業
へ
の
意
見
・
要

望
を
聞
き
、拡
充
に
努
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
政
運
営

の
方
向
性
／
実
質
公
債
費
比
率

／
障
が
い
者
の
就
労
支
援
／
移

動
支
援
事
業
／
家
庭
系
ご
み
の

減
量
・
有
料
化
に
つ
い
て
な
ど

日
本
共
産
党　

岩
田　

康
男　

幹
事
長

相
次
ぐ
制
度
改
悪
か
ら

市
民
の
暮
ら
し
を
守
れ

傾聴ボランティア養成講座風景

議
員　

町
会
・
自
治
会
の
組
織

率
は
50
％
を
切
っ
て
い
る
。
協

働
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
三
鷹

市
と
し
て
は
組
織
率
向
上
が
長

年
の
懸
案
だ
。
対
応
を
伺
う
。

市
長　

地
域
活
性
化
等
の
取
り

組
み
を
側
面
支
援
す
る
こ
と
で

町
会
・
自
治
会
の
組
織
率
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
債
残
高

の
圧
縮
／
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
／

学
校
教
育
に
つ
い
て
な
ど

第
二
副
市
長　

職
員
の
定
年
退

職
な
ど
の
動
向
も
配
慮
し
な
が

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　

三
位
一
体
の
改
革
は
本

市
の
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
地
方
交
付
税
の

不
交
付
団
体
に
対
す
る
不
利
益

是
正
を
国
に
求
め
て
ほ
し
い
。

市
長　

東
京
都
市
長
会
を
通
じ

て
、
不
交
付
団
体
に
対
す
る
配

慮
を
含
め
た
税
財
源
の
充
実
強

化
な
ど
の
要
望
を
行
い
た
い
。

代
表
質
疑
の
模
様
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
１
面
題
字

下
参
照
）
の
本
会
議
録
画
中

継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

民間委託の効果の検証が必要だ
…第一中学校の給食調理風景

公
明
党　

川
原　

純
子　

幹
事
長

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
市
政
運
営
を


